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（オーストラリア）など

が、／20（約17兆、／48

単位でユーザに割り当て

た場合、約2.5億ユーザ

分）と呼ばれる、約17兆

個のアドレス空間を確保

している。最近では、

KT（韓国）も／20のア

ドレス空間を確保したと

アナウンスした（表１）。

IPv6の場合には、比較的大きなア

ドレス空間を容易に確保できるので、

そのアドレス空間をどう使っていく

かということが、非常に重要な課題

となっている。現在のIPv4をベース

として構築されているIPネットワー

クでは、細かく区切られたアドレス

空間を有効に利用しているため、ノ

ード装置（ルータ）において非常に

大きな経路制御処理が必要となって

ーザの利便性を損なわずに、如何に

安心かつ安全にネットワークを利用

していただくか、ということである。

現在、世界の通信キャリアや ISP

がIPv6のアドレス空間の取得に動い

ている。一番大きなアドレス空間を

確保しているのはドイツテレコム

で、／19※（約35

兆、／48単位でユ

ーザに割り当てた

場合、約５億ユー

ザ分）と呼ばれる

IPアドレス空間が

割当てられてい

る。それに続いて、

テリア（スエーデ

ン）やテレストラ

約１年にわたって、

IPv6に関連する技術動向

や標準化動向について、

紹介してきた。この１年

間で、確実に、IPv6の技

術が世界中に浸透してき

ていることをヒシヒシと

感じている。

米国では、昨年国防省

がIPv6をサポートした機

器しか調達しないとアナ

ウンスして以来、急速に

各ベンダーのIPv6機能サ

ポートが進んでいる。一方、中国で

は大規模なIPv6をベースとした学術

ネットワークCERNETが構築されて

いる。また日本においては、NTT西

日本が開始した「フレッツ光プレミ

アム」用に構築したIPv6ネットワー

クは、世界初の商用としての大規模

なIPv6ネットワークとなると思われ

る。

IPv6技術を導入していくメリット

としては、数々上げられているが、

大きく以下の２点に集約されると考

えられる。１点目は、膨大なIPv6ア

ドレス空間を如何に活用するかであ

り、IPv6アドレスはIPv4アドレスに

比べ、ただアドレスの桁数が４倍に

なった以上に、ネットワークを構築

する上、あるいはユーザ利便性を高

めるために、どう使っていくかとい

う議論である。また、２点目は、ユ

膨大なIPv6アドレス空間の
活用方法
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表1 世界の通信キャリアのIPv6アドレス空間の所持数
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図1 階層的なアドレスブロックの割付

※／19： ISPや通信キャリア
がIPアドレス空間の割当てを
行う機関から取得した固定長の
アドレス空間



とが可能である。従来のIPv4アドレ

スでは、アドレス空間の不足のため

多くのプライベートアドレスが使用

されており、アドレス競合などの問

題により、こういったサービスの提

供が困難であった。

たとえば、家庭内に配置されるエ

アコンの例を考えてみよう。エアコ

ンの場合、製造メーカは当然そのア

フターフォローやお客様サポートの

ために、そのエアコンを管理したい

と思うだろう。一方、たとえばその

地域の冷暖房の運用を一括で受託す

るような会社があれば、適切なエア

コンの運用のために、そのエアコン

を管理したいと考えるだろう。また、

ユーザは、リモートからアクセスし

て、帰宅前にエアコンを動作させる

ような使い方を考えるだろう。

こういった時、ひとつの物に対し

て、複数のアドレス管理者から異な

るアドレスが配布され、そのアクセ

ス制御が適切に実施される必要があ

る。こういったアクセス制御を実現

する技術として、MPMH（Multi-

Prefix Multi-Home）技術が注目され

ている（図３）。

また、ユーザは普段自分が使って

いるネットワーク環境を、どこに行

っても同じように使いたいと考える。

たとえば、オフィスで使っているア

ドレスをそのまま家庭や外出先に持

いる。実際に現在導入されているルー

タは、数十万の経路制御を要求されて

いる。しかし、これらの経路制御は、

アドレスブロックを大きく割り当てる

ことで、大幅に削減できる可能性があ

る。たとえば、図１のような階層的な

アドレスブロックの割付を実施すれ

ば、大幅なルーチング処理の軽減を

図ることができる。また、現在のル

ータでは、高速・大容量化に対応す

るために、高密度実装化が進んでい

る。しかし、帯域あたりの消費電力

の改善はあまり図られておらず、こ

のままでは、電力設備や空調設備の

大幅な増設が必要となるだけでなく、

地球環境の破壊にもつながりかねな

い状況である（図２）。

もうひとつのアドレス配布の重要

な考え方が、パーソナルIPアドレス

の考え方である。IPv6では、膨大な

アドレス空間を活かし、あらゆる物

や人に対してアドレスを配布するこ

とにより、新たなサービスを創出で

きる。また、ひとつの物や人がもつ

アドレスは、ひとつに限られること

なく、複数のアドレスを配布するこ
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ち出すことができれば、複雑な設定

変更をしなくても、着信を含めて容

易に自らの環境をもって、移動する

ことができる（図４）。こういったサ

ービスは、今後期待されているFMC

（Fixed Mobile Convergence）などの

動きとも呼応して、新たなサービス

領域の展開が期待される。

また、今後普及することが予想さ

れるRFIDなどのIPv6技術を組み合

わせることにより、物流管理などへ

の応用も期待できる。センサーNW

の配備などにより、常に物の移動や

位置管理を実施することが可能にな

る（図５）。

従来のIPv4アドレスでは、アドレ

ス空間の不足のため多くのプライベ

ートアドレスが使用されており、ア

ドレス競合などの問題により、こう

いったサービスの提供が困難であっ

た。しかしながら、IPv6アドレスで

は、豊富なアドレス空間を活かし、

こういった新しいサービスの提供が

可能となる。

IPv6ネットワークにおいては、セ

キュリティの向上も期待できる。既

存のIPv4ネットワークでは、アドレ

ス空間の不足を補うために、多くの

NAT（Network Address Translator）

が用いられてきた。そのため、悪意

をもったユーザは、NATの影に隠れ

て、容易に「なりすまし」等を実施

することができた。一方、IPv6ネッ

トワークでは、みんながグローバル

アドレスを使うので、常に自分のア

ドレス（発アドレス）をネットワー

クに対して知らせることとなる。こ

れは、電話において発信番号をきち

んと通知しないと着信を拒否できる

ように、発アドレスにより、着信側

で受信の可否を選択したり、ネット

ワークの設定で受信を拒否すること

が可能となる。また、短時間に大量

のトラヒックを送付するDoSアタッ

クのような攻撃に対しても、一定の

効果が期待される。

このように、便利なサービスを提

供すると共に、安心で安全なネット

ワーク環境を提供する手段の一つと

して、今後IPv6技術はますます普及

していくと考えられる。
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